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.................................................
住
の
江
や
和
泉
の
街
の
七
ま
ち
の

........................................................

鍛
冶
の
音
き
く
菜
の
花
の
路

  
歌
　
　
意 

23

掲
出
歌
集
　『
常
夏
』
明
治
41
（
１
９
０
8
）
年
７
月

初
　
　
出
　「
明
星
」
明
治
39
年
11
月
号
（
晶
子
28
歳
）

 
　
住
の
江
（
住
吉
大
社
を
中
心
と
す
る
一
帯
の
地
域
）
よ
。
和
泉
の
街
の

七
ま
ち
あ
た
り
に
響
く
鍛
冶
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
菜
の
花
の
路
が
な
つ

か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
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晶
子
の
歌
「
古
さ
と
の
小
き
街
の
碑
に
彫
ら
れ
百
と

せ
の
後
あ
ら
む
と
す
ら
む
」
の
と
お
り
、
百
年
後
の
古

さ
と
の
小
さ
き
街
・
堺
の
「
七
ま
ち
」
に
、
水
野
鍛
練

所
の
当
主
が
歌
碑
を
建
立
し
た
。

　
水
野
鍛
練
所
は
、
鉄
砲
の
中
で
も
大
筒
を
製
造
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
芝
辻
理
右
衛
門
の
屋
敷
が
あ
っ
た
あ

た
り
に
あ
り
、
こ
の
辺
り
は
「
七
ま
ち
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
碑
に
刻
ま
れ
た
歌
に
は
、
こ
の
地
名
が
う
た
い

こ
ま
れ
て
お
り
、
晶
子
に
と
っ
て
も
身
近
な
ま
ち
で

あ
っ
た
。

　「『
七
ま
ち
』
と
い
う
地
名
が
入
っ
て
い
る
歌
碑
を
こ

の
ま
ち
に
建
て
て
、
誰
で
も
い
つ
で
も
親
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
」
と
い
う
当
主
の
思
い
か
ら
、
歌
碑
は
紀

州
街
道
に
面
し
た
水
野
鍛
錬
所
の
入
口
の
横
に
建
立
さ

れ
た
。
碑
の
形
も
、
当
所
の
事
業
で
あ
る
庖
丁
を
か
た

ど
っ
た
斬
新
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
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